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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成26年5月1日(2014.5.1)

【公開番号】特開2014-33335(P2014-33335A)
【公開日】平成26年2月20日(2014.2.20)
【年通号数】公開・登録公報2014-009
【出願番号】特願2012-172611(P2012-172611)
【国際特許分類】
   Ｈ０３Ｈ   9/24     (2006.01)
   Ｂ８１Ｂ   3/00     (2006.01)
   Ｂ８１Ｃ   1/00     (2006.01)
   Ｈ０３Ｈ   3/007    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０３Ｈ   9/24    　　　Ｚ
   Ｂ８１Ｂ   3/00    　　　　
   Ｂ８１Ｃ   1/00    　　　　
   Ｈ０３Ｈ   3/007   　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年3月14日(2014.3.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　図４（ａ）は、ＭＥＭＳ素子１０１（図示省略）が備えるＭＥＭＳ振動子３ｘの平面図
、図４（ｂ）は、図４（ａ）のＥ－Ｅ断面図、図４（ｃ）は、図４（ａ）のＦ－Ｆ断面図
である。
　実施形態２は、開口部５０が、ウェハー基板１を平面視したときに、下部電極１３ｅと
上部電極１４ｅとが重なる領域Ｗと重なる第１下地部（窒化膜１２）の領域に形成されて
いることを特徴としている。
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